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Fig．5　Production 　of 　tyros1ne　by　Fusuma ・

　　 K：oj 正protease
　 　

管
stored βtrain 　No ，

應時間 と反懸生威物量 と の 闘係を本比色温 で 測定する

と Fjg ．5 に示 す如 くな る．

　菌糠 に よ り 1分 子反鰹｛類似 の 分 解 曲衛1を と ろ もの と

sigmoid 曲線を と る もの と が あ る ．一一・
般 に 力價の 低

い 酵素標本 で は後者 に 從つ て 作用す る傾向が弼 い ．し

か し strain 　No．1 や No ．3 の 横 な例 外もあ る の で
一一

概 に 圏碇 出來ない ．こ の 機 に 分解經過 の 相遑が現われ

る事實は 使用酵譲試料中に含 有され る protease の 種

類 や相互 の 比傘並 び に 適用された 比較的強 力な る除蛋

白劑の 關係
・
等を考慮 した 上 で 今後強討 せ らる べ きもの

で あ るが ， protease 力僊 の 表現法 に 就 い て も併 せ 檢

討 を加 え た い ．

　　　　　　　　 要　　　　　約

　 protease に よ る蛋白分解生成物 を チ P シ ン を もつ

て 代表 さ せ ， チ Pt シ ン の Millon氏反應 を 利用 し て

protease の 力儔 を photoelectric　tube　 colorimeter

に よ る比 色測 定 を行 つ た ．

　まず protease 測定 とい 5立 場 で純 チ 卩 シ ン 水溶液 に 就 い て 比色測定 の 條件 を 設定 した．チ 卩 シ ン の 濃度 に し

て 大體 0 よ り　40mg ％ の 範圍が 測定 可能 で あ る．これ を酵素反瞳濾液 に 利用す る場合贋題 に なる二：，三iの 黜 iこ就

い て 臉討 し，そ の ま L 充 分 に 利 用 し 5る 事 を認 め麩麹 抽 出液 に 就い て 若干 の 測定 を行 つ た．こ の 際時閲 と生 成物

量 との關係を プ ロ ヅ トす る時菌種に よ り　一一ti＞13一反照類似の 分解曲線を と るもの の 他 に sigmoid 曲線 に て 表わ さ

れ る もの の あ る＄ を認 め た．こ の 點 に 就 い て は 種 々 の 點 よ り更 に 檢討を加 え なけ ればな ら ない ．

　終 りに 臨 み 終始 存昼 な る御助言 と御 鞭 撻 を頂 い た 原 澤 所長 に 深 謝 致 し ま す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈 　　　　　 献

1）ANsoN ，
　M ．L．： J．Gen ．　Physiol．

，
22．79 （1938）．　　 2） NoRTHRoP ，　J 　H．，　KuNITz ，　H ，　 and 　 HERRIoT ，

R ．M ．： Crystalline　Enzymes
， 2nd ．　ed ．　Columbia 　Univ ．　Press ，　New 　Yerk （1948）．　　 3） SCHWERs ，　G ．

W ．： J．Biol．　Chem ．174，411（1948）．　　 4）PINcKNEY ，
　A ．J．： Cere ユI　Chem 、，26 ，

6 （1949）．　　 5） 中野 ，

海 老 根 ： 農林 省食糧 研 究所 報告，7，155 （1952）．　　　　　　　　　　　　　　　 （昭 和 28，12 ， 14受理 ）

澱 粉 化 工 に 關 す る 研 究 （第 1報 ）

Thin　boiling　starch の 調製 とその 物 理 的性 質

加 戸 安 之 ・西 田 淳 三 良 （大 阪大學工學部醸酵 工 學en「e ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　 論

　紡螢工 業に於 い て經糸 ， 仕上 ， 捺染用糊 とし て 使用され て 牌る 澱粉及 び そ の 化工 物 の 研究は ， 我 國に て は 芳 野

氏
1）

， 中村 ， 脇坂躍 ） の 報告があ り ， 外國 に 於い て も WILLARD ．　1・．3｝，　 WErKER ・W ポG ρ，　 FETZER ・　W ・R ・d
「
），

CAESAR ，　G ．V ．の 等諸氏の 報文があ る．然 る に之 れ 等は 粘性等の
一・
郡 物i雪i面 に限定 され た 感があ り ， 且 天然澱粉

に 關 し た もの が 多い 樣で あ る．最近武富 ， 鈴木氏
7）は 鹽酸處理 の 可溶性澱粉 に就 い て その 收傘，ア ノL カ リ數，フ

＝ リ シ ア ナ イ ド數等に就い て 報告して 屠る．署者等 も亦種・々の 澱粉化工 品中米國に て Thin 　boiling　Starch と

總稱 され て 居 り需要が 著 る し く多 い 天然澱粉と可 溶性澱粉の 中間に 存在す る もの と考えら る L もの の
， こ の 調製

條件 と化 工 噂 の 澱粉分解駄態 と の 關聯性を追求す る R的で 本實驗 を行 つ た ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 賢　　　　　驗

　使用原料 ： 使 用 した 精製ヨ濁 黍澱粉 （日本食品化工 製 品） の 化學組成 は次の 如くで あ る．
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　試料 （Thin　boiling　Starch ） の 調製 ．

　無機酸添加に 依 る 加褞加水分解法 としズ

0．1−N ， 0 ．2−・N ， 0 ．3−N の 鹽酸稀薄溶液 で

22
°
Be

’
の 玉 蜀 黍 澱粉乳を 作 り鞳 閉 ガ ヲ ス 器

中 に て 10痔聞加温攪拌分解 を行 い ，2 時間毎に そ の 澱粉乳 を探 取 ， 炭酸 ソ ーダ で中和 し ， 鹽素 イ オ ン の 完全 に 淌

失すろ ま で充分 に 水洗後 ， 50℃ の 熱風乾燥機で 5時間乾燥し た．爾作用源度を50℃，55℃ ， 60’C と變化せ しめ た．

　 測定法

　分解時 間 2 時間毎に探取 した 昏試料は 實 驗 舸更 に 再乾燥を施し 乾量 基 準 に基 い て 次の 饗領 で 分解歌態 を調べ た．

　 1）　罕均分・子量 の 測定

　澱粉の 加水分解前後の 還元 基 を 3．5一ヂ ニ ト ロ サ ル チ ル 酸 に て 比色定量 して 軍 合度 を求 め る MEYER ．　K ．且．　et

als ）の 方 法 を Pu 工flich　Photometer を 用い た 變 怯 で あ る．　 EPち含水 maltose （試藥 1 級）の 0．2弔・O．2mg に相當

す る標準曲線を作 り，澱粉試料の濃度決定後 ， 試料を 6N−NaOH に て 均一に分散 させ 3．5一ヂ ＝ ト 卩 サ ル チ ル 酸

で 反應發色せ しめ ，

一
定量に 稀羅しS ・53の filterを使用 して Pulfiich　Phot。meter （液暦201nm ） で そ の 吸光

係數を測り ， 同一吸光係數 を與 える MaItose 溶液 の 濃度 を標準曲線か ら知 り， 次式に て 軍 合度 を求め 分 子量を

摧定 した ．

　　　　　電艘
「諜 ・ 2

　 2）　 ア ミ ロ ーズ檬物質 の 含有率變化

　加 水分 解 途 上 稼 々 變化す る と思わ れ る ア ミ P　・一ズ 様物質及 ア ミ ロ ペ ク チ ン 様物質 の 含 有率變化 を McCREAPY

＆ HASSID ）〈
・n・）の 沃度呈色度 の 差に筮 く比 色定量法を前述同様 Pulflich　Photometer で 行つ た もの で ，試料を

NaOH 添加下 に 均
一一

に 溶解した 後微酸 筐に 中和 し ，12−−KI 稀薄溶液 で 呈 色 させ ，そ の 暖光係數 をSr 盤 の filter

（液 厨20mm ）で 測 定 し， 豫 め 含 有 軍 既 知 の 純 ア ミ n 一ズ
，

ア ミ 卩 ペ ク ヂ ン 混 合液 で 求め た標準 曲線 の 吸 收係數 よ

り試料中の ア ミ 砺 ズ檬物質の 含有率變イ匕を求め た．e・i標準曲線作製 にML ・ltア ミ r・　rvズ は 阪大産研 7 闘 歡授 よ

り分譲され，又ア ミ 卩 ペ ク チ ソ は SCHOCH 　l£
’10n

の ブ タ ノ ール 沈 澱 洪及 び PACSU 氏ll）の 方 法 で 調翼した．

　 3）　 7 エリ シ ア ナ イ ド數 （F ．N ．）12）

　澱粉分解尺麗 とし て 塵 々 使用されて 居 る こ の F ．N ．は 還元 力 を有す る澱粉を ア ル カ リ性 溶液中 に 於 い て 赤痴、鹽
を還元 せ し め ， 還元 され た Feff は 沃度に て 再 び酸化 し ， 殘存せ る沃度 を チ オ 硫酸 ソ ーダ で滴定す る もの で 次式

よ り F ．N ．を 求 め た．

　　　　　F ．N ．＝．（對照9 滴簿値照二 試料璽溜定殖璽c ）x 璽a2 §3q 亀り規定度 ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　 試料 の 乾物量（g）xO ．1

　4） 澱粉糊液 の 粘度並 び に浸透性 　　　　　　　　　　　　　　　．

　澱粉糊液 の 調製

　500mg の 試料を 50ccの 蒸溜永に 懸濁 し正 確 に 5 分 聞沸騰水浴 中 で ガ ラ ス 管 の 遐流冷却 下 に 加熱し ， 加熱終了後

は直ちに流水で急冷し た もの を次の ＝ つ の 實驗 に供した．

　粘度

　上 艶 1 ％澱粉糊液 を褞度25℃ の 水槽中で オ ス ト ワ ル ド氏粘度 計 で常 法 の 如 く相對粘度を測定し比 粘度を求め た ，

　浸透性

　芳野氏
】） の 行つ た 濾紙 の 毛管上 昇注を利用 したもの で ， 濾紙 hの 糊液一E昇騰 を以 つ て 浸 遶 力 と し た ．即 ち 來

洋濾紙No ．2を巾1cm 長 さ20cm の テ ・・プ 駄 に 切 斷 し た もの の 下 端 に ク リ ッ プ を附 し ， そ の 1cn ≧を豫 め 25℃ に 保

濯した 1％糊液中 に 30分聞浸 した後 ， 濾紙を加熱乾燥し，12−KI 稀薄轍 を噴霧皐色して 青紫色を表わす部分 の

上昇距離 を測定 し た、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結　　　　　果

　以 ．ヒの 實驗結果を 同
一

鹽酸濃慶を基 に して ， 亭 均分子量 ， ア ミ P 一ズ 機物質の 含有攀 ， 及 び糊液 の 粘度の 熨化

状態を處理 時間 に 野 して縱軸に販れ ば，Fig．1，　Fig．2，　Fig ，3 の 如くで 叉 フ a！J　・7 ア ナ イ ド數，糊液 の 浸透力 韓

の 結果は ，Table　1 の 通 りで あ る．
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O.2-N

O.3-N

500CF.N.Permenbility(min)1.1358.11.2359.e

t

55'CEN.Perme3bility(mm)L3360.01.5362.3

6o"cF.N.Permeability(mm)1.7061.82.1667.1

se.CF.N.Permeability(mm)1.2859.51.3762.3

55'Ci F.N

 Perrneability(mm)

60℃

50℃

ssec

6o"c

1.8566.32.2074.8

F,N.Penmeability(mm)2.30M.4g.2o81.6

F.N,Permegbility(mm)1.3261.51.6565.9

F.N.PermeabiJity(mrn)2.3367.82.7776.4

F.N.Permeability(mm)2.8776.24.0683.5

1.5360.51.7062.5l.9264.8

2.1365.12.6167.43.1369.9

3.0172.84.61T.85.4180.2

2.b269.22.7172.02.9974.8

3.0878.23.7179.84.3182.0

4.9584.86.6086.57.8188.2

2.4372.03.0774.23.5275.6

3.7680.14.6680.65.6381.1

6.4885.98.5189.29.9992.1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考　　　　　察

　期攤な結果 を與え．た 此 の 實驗か ら吹の 如 き一般的考察が 出來る．

　1）　濃度 の 影響　Thin　boiling　starch の 調製に 殆んどO．1−N ，
　O．Z−一

』
N の 鹽酸が健用 されて 居るか ，こ の 事實

は 各曲線 か ら響 解出來 る 如 く澱粉粒 子 の 分解状態 は 0．1一N ， 0．2−N 鹽酸腿理 の場合 に 著 るしい 相逕が見 られ ， こ

れ に 反 し0 ．2−N ，0．3−N 鹽酸處瑾 の 場合 は 同一膃度 に 於い て そ の 傾向，數値 に 殆 ん ど變化が な く從 つ て O．3−N 鹽

酸 まで の 必要 は ない ．

　2） 濫度の影響　濃度よ りも一厨大きい影響 を與え る もの で 本糊料調製上最大の 要因 となる事が知られ る．グ

ラ フ 上 に 圖示 した 如 く0．1−・N の 50℃ ，551Cで は 分解は直線 に 等しい 撥な曲線 を示すが ， 60℃ 及 び0．2−N ，
　 O．3−N

鹽酸處理 に 於け る各濃度 の 影響 は 分解初期 に 大 きく双曲線駄 の 經過を 示す．特に こ の 場 合 の 50 ℃〜55℃ の 淵度釐

の 方が55℃〜60℃ よ り も粘度及 び 軍均分子量の 變化 に大 ぎな霍を生ぜ しめ，直錙腴物質 の 含 有率變化 に は 小 さい

影響を與え，更に 又0．工一N 濃度 の 場合 と全 く對照的 で あ る 事 は 興昧ある菓 で ， 後述す る澱粉分解機構を推察せ し

め 且 こ の 温度 の 電要性 に 興昧を抱 くもの で あ る．

　3） 時間 の 影響 之は 6 時閤以後の 處理 は 不 必要 で あ る事が 云われ，澱粉粒 は そ の 時間的初期 に 殆 ん どが 可能

範圍まで 分解され る もの で あ る．

　總 じて Thin 　boi工ing　Starch の 調製は その 條件 の 低温度，低濃度處理 の 初期の 閲は 澱粉粒子 の 分解は 北較的

綏 る や か で あ るが ，こ の 曲線は 條件の 變化と共 に急傾斜な曲線 となり， 戴
一

定 の 分解後ほ再 び綏慢 と なる．前者

の 反應傾向は 適用條件 の 不 充分 の 故 と 解され るが ，後者 の 場合 は 1942 年 KERR 、　R．W 、　LklOPの 報 告 せ る諞 文 に 似

邇 つ た もの を 見 る こ とが 出來 る．彼ほ 酸添加化工 澱糧 の 調襲 に 於 い て 澱粉分子中に存在する 1 〜6 結合は 直鎖を

構成す ろ 1 〜 4結合 よ りも酸 に對し不 安定 で ある と述べ て 厨 る．著者等の
一

遞 の 實驗 で も或 條件下 に て 澱粉 の 不

均分 干 量，粘 度 が 急激に減少 し そ の 反面 ア ミ ロ ーズ 樣物質 の 含有傘が埆加す る 傾向 （KERR 　1では 酸處理 後 ブ ダ ノ

ール 沈澱物の 珊加を詔 め て 居 る）は
一一廱彼の 論 を麦持す る もの と思える の で あ る．

　MEYER 氏 の 澱粉構迭論か らすれば 1 − 6結合 に 依つ て 側鑞 を作 b ， 各方面に 伸長 した ア ミ 卩 ペ ク チ ン と 1・−

4 結合の み で構 成 され た ア ミ ロ ーズ に 俵 り複瓏な ミ セ ル を 形 成 して 出來た 澱粉 の 1 〜6 結合が そ の 粘度を起因す

るもの ならば ， 酸處理 に て僅か で も 1 〜6結合が 切斷された場合に粘度の 著 る しい 低下 は必然的で ．且 そ の た め

に 生ず る還元力が こ れを主體 と した 那均分子 量 の 減小 に 天然 澱粉 と北 しナこ時 そ の 叢が大な ろ事 は 常然で あ る．同

時 に 直鎖状物 質 の 埆 加 の 傾向は こ の 撫察 に今一つ の 資 料 を 供す る もの で あ る．

　こ の 康な初期 に行われ る蘭裂反應も或限度 以後は 逆 に 1〜4結合 が 主 と し て 開裂 され る もの と思われ ， 粘箆 の

低下が殆 ん ど惹起 されず ， 叉李 均分子量 の 減小 も僅 少 な る事 は 開裂反應の 停止 を 考え させ るが ， 依然 と して 直鎖

駄物質 の 珊加 して 居る事 は こ の 反照が ミ セ ル の 中 心 部を侵さず寧 ろ 末端 の 結合 を切 斷 し， 切 斷 され た 分 子 は 調製

の 際水跿除去 されるた め ， 還元力 の 暦加 も差程なく， 全體 と して 直鎖獣物質 の 増加が考 え られ るの で あ る、

　併し乍ら1948年 SWANSON ．　M ．A ．氏 14）は 多糖類の 鹽酸 加水分解に關し詳細な研究を行 い ， ア ミ ロ ーズ ， ア ミ

ロ ペ ク チ ン の 分 解 に差異を 詔 めず，こ の 場合 の 1 −”4me 合，1 − 6 結合は 酸 に 對 して 全 く同
一機會で 開裂を受け

る と報告 して 居 る．こ れは KERR 氏及び著者等 の 實驗 と矛盾す る． こ の 相遽 は 結局適用條件特 に 温度 に 依 る も

の で ｛まない か と思 わ れ る も こ の 點 今後 の 研 究 に俟ち た い ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 嬰　　　　　約

　王蜀黍澱粉を用い て Thin 　boiling　starch の 調製を行い ， そ の 條件た るO．1rN ，0．2−・N ，0．3−N 鹽酸及 び50

℃ ， 55℃ ， 60℃ の 處理温慶 と之れ に 依 る澱粉粒子 の 分解斌態 との 關聯性 を次 の 方法 で追求 し た．

　工） 3．5−・ヂ ＝ トロ サ ル チ ル 酸 の 比色定量 に依 る不均分于量 の 變化

　2） 沃度呈色度 の 差 に 基 くア ミ ロ P ズ 樣物質 の 含有傘 の 變化

　 3）　 フ ェ リ シ ア ナ イ ド數 の 變化

　4）　1％濃粉糊液 の 比粘度 ， 浸迹力の 變化

　而 し て 之れ等 を基 に して 一
考察 を 行い ，0 ．3、N 鹽酸 の 使 用及 び 6 時閻以 上 の 處理 の 不 必要 を 知 り，且 本澱粉調

製 に温度の 影響の 大 きい 事を認 め た．

　終 りに 臨み 終始御指導を戴 い た寺本 先生 ， ア ミ ロ ーズ の 御便宜 を賜わ つ た阪 大産研 二 國敏 授 並 び に 濃粉 を提供

され た 日 本 食晶化 工縁 式曾肚 に 深謝致 し ます．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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麹菌の 變異に關す る研 究 （第 5報 ） B．自然變異に つ い て （1）

小 田 雅 夫 ・高 田 信 男 ・小 川 欽 市 （大阪大學工 畢部醗酵工 學教室 ）

　菌類保存 の 爲 に 累代培養 を績けて 屠 る 間に 自然 に變異す る場 合 が あ り，此箏は 菌類 の 研究上 或 は 菌類 を應用す

る醗酵工業上 當面す る困難 な問題 で あ り，な るべ く變異 の 起る こ と な く保存出來 る こ とが 槊 ま し い こ とは 論 を俟

た ない こ と で あ る．而 して 現在一般に菌類の 保 存 に は夫 々 の 菌種 に 適す る寒天培養基を用 い て 斜面培養する （嫌

氣性菌 の 場合に は穿刺培養する こ とあ るは勿論で あ る） の が最も普通 の 方法で ある．尤 も酵母菌の 如 きは 此穂固

形培地 よ りも液體培地 の 方が 好適で あ る と も云 わ れて 屠るD2）．又特殊な方法 と し て 胞子 を 形 成す る 細 菌 や 糸 状

菌 の 胞子 を砂 に 混 じ乾燥 せ しめ て 後密封して 保存す る乾燥法 は變異が 比較的 少 く且 つ 長期間 の 保存に 堪 え る の で

從來 か ら用 い られ ， 又最近凍結乾燥法 （Lyophile　process ）
3哺 ）

が良好な成績を示す の で か な り廣 く應用せ られ

る に 至つ て 居 る．尚其他 に 塞 天斜面培養 の 表面を流動 パ ラ フ ィ ン の 暦 で覆 5て 保存す る方 法 が 試 み られ 好結 果 が

僻 られ た と報 ぜ られ て 居 る 7A−11）．然 し是等 の 方法は 操作が 多 少煩瑣である の で限られた 或特別な菌株に は應用出

來 る が 多數の菌類標本株の 保存 に
・・− rk法 を實施す る こ とは 困難な憾が ある．而 して 寒 天培地培i養に 於て 變異 を

起す原因 に は 種 々 考 え ら れ るが 培 地 の 組成の 欠 陷が 其 1 つ として 考えられ る．

　我 k は 我國 で 憑用範圍の 廣い AsP．　oryzae を鸚象 と し此樣な變異の 原因を探求し，

一
面又好適培地選定 の 罵

標を得 る爲 に 先ず從來 か ら用 い られて 居 る寒天培地と其 に 多少他物を添加 し た もの 並びに 穀類莫儘 の 固形培養棊

等を用い て 累代培 養 を試 み 此問題に つ い て 檢討 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　賓　　　　　驗　　．

　（1）供試菌

　研 究室 に 於て 市 販 の 各穂 の 種麹 そ の 他 よ り分離して 集め た中か ら次の 5 株を選んだ ．菌株名は何れも假総 で あ

る．

　1・−a ，2−a，U 一長，　 U一短，第 2 號菌

　  　培養基

　木研究 に は改の 培鰲 を用い た．

　麹汁 （12
°
Bg ．） 寒天，萎芽汁 （12

°Bg．） 寒天，玉 釁黍抽 出液触 0％添加麹 汁寒 天，王蜀黍抽出液 10％添加瓔芽汁

寒 天 米 ， 麩，脱脂大豆 ， 麩 と脱脂大豆 を7：3の 比 に混合 した もの （以下麩 ＋ 腕脂大豆 と略寵す る）．

　（3） 實瞼方法

　先鴕 の 5 菌株を前記 8 穂 の 培養基 に接癒 して 37℃ に 培養 して 15日 毎に 新 しい 培饕基に累代培餐 した ，街β次培

養 か らは これ ら の 培養基 を順次轉換 して楠繼い で行 く培養基轉換累代培養 も併せ て 行つ た．移櫃後 4 日 目 とユOB

静

玉 蜀黍抽出液 は玉 蜀 黍粉末 50gに 250ccの N 〆100　HCI を加え40℃ で 3 時 間 抽 出後濾過 し s 濾液を NaOH に

　 て 中和 しで 調製 し た．
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